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　ストレス社会を背景に，性格特性がストレスコーピングの選択に与える影響に関して心理

学の観点から検討されている。本研究はBigFiveで測定する性格特性とストレスに対するコ

ーピングの選択との関連性に着目し，在日中国人留学生117名を対象に，性格特性によって

どのようなストレス対処方略を選択するのかを調べることを目的として，BigFive尺度

（姚・梁，2010）とストレスコーピング尺度（尾関，1993）を用いたWEBアンケートを実施

した。

   重回帰分析の結果，情緒不安定性が高く，開放性が高く，調和性が高い性格特性を持つ留

学生ほど問題焦点型ストレスコーピングを選択する傾向がみられた。また，開放性が高い留

学生は、問題焦点型ストレスコーピングと同様に情動焦点型ストレスコーピングおよび回避

型ストレスコーピングも選択する傾向がみられた。すなわち，在日中国人留学生のストレス

コーピングに最も関連した性格特性は開放性であり，つまり，開放性が高い人はコーピング

スキルが高く，選択されるコーピングの種類も多様であることが示唆された。男女別に重回

帰分析を行った結果からは，在日中国人留学生の男性はストレスフルな状況であっても自分

一人で対処する傾向があることが確認された。在日の中国人留学生の女性は他人に相談し，

協力を求める傾向があることが示された。今回の研究は在日中国人留学生のストレスコーピ

ング研究やパーソナリティ研究の基礎資料の一つになりうるであろう。また，本研究では在

日中国人留学生の性格特性と性別によってストレスコーピング方略の選択が異なっるという

知見が見出され，異文化におけるストレスフルな状況下でのコーピングの方略を予測する手

がかりになる可能性があると考えられる。
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ングの柔軟性

問題

ストレスとストレスコーピングの種類

　ラザルスら（Lazarus & Folkman, 1984）はストレスを人と環境との関係で捉え，「人が

出来事などと遭遇し刺激を受けた際に，その刺激に対するストレッサーの脅威度の1次評価

と対処可能性の2次評価の2つの認知的評価のプロセスからストレス反応が決まる」法則を提

唱している。つまり，環境ないし環境の中の出来事そのものではなく，その人の認知的評価

を通して理解された自分と環境との関係のあり方がストレスをもたらすのである。

　ストレスフルな出来事に遭遇した人は，それを自分の手に負えるものとするための様々な

試みをしようとするが，その過程を対処（コーピング；coping）という（池上・遠藤，

2019）。コーピング方略は大きく3つに分類される。一つ目は問題焦点型コーピングであり，

環境に対して変化をもたらそうとする建設的な試みである。二つ目は情動焦点型コーピング

であり，情動を制御することへの試みである。三つ目は回避・逃避型コーピングであり，時

間が解決するのを待つことである。この3つのコーピング方略は同時に成立しうる。ストレ

スフルな状況に遭遇したとき，用いたコーピングがうまく機能しなかった場合，効果的でな

かったコーピングの使用を放棄し，新たなコーピングを用いる能力としてのコーピングの柔

軟性も検討されている（加藤，2001a）一般には，状況を変えられる場合には問題焦点型コ

ーピングが，変えられない場合には情動焦点型コーピングがより効果的であるとされている

（池上・遠藤，2019）。

ストレスコーピングとストレスに対する認知的評価の関連

　ストレスに対処する際のコーピング方略に影響を及ぼす要因として，ストレスの認知的評

価があげられる。森本・木下・嶋田（2011）では，個人のストレスに対する認知的評価がコ

ーピングの選択にも影響することが示された。まず，情動焦点型および回避型コーピング

は，問題焦点型コーピングに比べて，個人がネガティブと評価する事柄の制御・除去に焦点

が当てられて，ストレッサーから逃れるために選択されることが多い。一方で，個人がポジ

ティブと評価する事柄の制御・獲得に焦点が当てられた場合，問題焦点型コーピングが選択

される傾向が強いことを示した（森本・木下・嶋田, 2011）。

　ストレスに対する認知的評価がコーピング方略の選択に影響を与えることはスポーツ分野

でも研究されている（Kim & Duda, 2003）。Kim & Duda（2003）はスポーツ選手を対象に

ストレスフルな状況（試合）でストレスコーピングの選択と解消効果を検討した。その結

果，ストレスフルな状況を変化させることが可能と判断した場合に問題焦点型コーピングと
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情緒焦点型コーピングが選択されることが示唆された。一方で，ストレスの多い状況をコン

トロールできないと考える人は，回避・逃避型コーピングをより多く使用することが示され

た。状況をコントロールできないと考える人に比べて，コントロールできると考える人のほ

うがより積極的にストレスコーピングを行っていた（Kim & Duda, 2003）。

日本の大学生における性格特性とストレスコーピングの選択との関連

　ストレスコーピングと関連する要因に性格特性があげられる。性格特性に関する研究で

は，外向性，情緒不安定性，開放性，誠実性，調和性の5因子からなるBigFive尺度が，共

通文化性がある代表的な尺度として使用されている。BigFiveとストレスコーピングの関連

については，以下のような研究がなされてきた。神原・岩淵（2013）は，大学生を対象にし

て，性格特性と対処行動の選択との関連を検討した。その際に60項目からなるBig Five尺度

（和田，1996）と全般的なストレスコーピングを測定するコーピング尺度（尾関，1993）が

使用され，誠実性が高いほど問題焦点型コーピングを，外向性が高いほど情動焦点型コーピ

ングを，情緒不安定性が低いほど回避・逃避型コーピングを選択することが明らかになっ

た。

　その他，遠藤・松田・柴田（2017）では，BigFiveと対人ストレスコーピング（加藤，

2000）に焦点を絞り調査した。結果，ポジティブ関係コーピングは外向性および開放性と強

い正の関係が示された。ネガティブ関係コーピングは調和性と強い正の関係が示された。解

決先送り関係コーピングは誠実性と強い正の関係が示された。

　これらの先行研究の結果に見られる不一致は，使用したコーピング尺度の差異や想定され

るストレス場面，後述するストレスに対する認知的評価の個人差による影響と推測される。

　中国の大学生におけるストレスコーピングおよび性格特性と性差

   中国の大学生についても同様に，BigFiveとストレスコーピングのそれぞれの性差のみ検

討がなされている。

   顾・奚・程・吴・王（2014）は，18歳から22歳の中国江蘇省の大学生4588人を対象に，

BigFiveと性差の関連について検討した。その結果，情緒不安定性，調和性はいずれも男性

より女性の方が有意に高かった（顾・奚・程・吴・王， 2014）。

　冯・彭（2017）は18歳から22歳の中国湖南省の大学生2415人を対象にストレスコーピング

の選択と性差に関する調査を実施した。その結果，男性より女性の方が情緒焦点型ストレス

コーピングを選択することが明らかとなった（冯・彭， 2017）。

　しかしながら，BigFiveをはじめとする性格特性とストレスコーピングの関連についての

研究がほとんどなく，検討が十分になされていない。
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留学生を対象としたストレスコーピング研究

   王・横山（2009）の先行研究によると，10人の中国人留学生に異文化適応に関するインタ

ビュー調査を行った結果，対人関係においては「精神健康状態が健康のまま」，「精神健康状

態の改善がみられた」，「精神健康状態が問題ありのまま」のいずれのパターンでも，留学初

期は対人交流関係が希薄になり，孤独感があり，少数特定の自文化留学生同士とのサポート

に留まるかサポートが得られない状況にあった。その他にも，問題回避行動が生じ，身体症

状の悪化や生活リズムの乱れがみられた。また，「精神的な健康状態に問題がある」パター

ンの留学生は，自文化の留学生同士と疎遠になり，不適応の悪循環に陥っていた。

   このように留学生は留学の初期からストレスフルな状況に置かれやすく，適切なコーピン

グを選択することでその状況を改善することにつながるが，有効なコーピング方略は状況に

応じて変化すると考えられる。まず自分の取りやすいコーピング，あるいは選択されにくい

コーピングを認識することが，コーピングスキルを向上させるために役立つと考えられる。

   しかし，在日中国人留学生のBigFiveとストレスコーピングを取り上げる研究はまだ少な

い。留学生がどのようなコーピング方略を選択するかを検討することで，異文化適応におけ

るサポートを促進し，ストレスの緩和のみならず，異文化適応問題に対する有効な対処につ

ながるため（Fontaine, 1986），異文化の環境にいる中国人留学生を対象としたストレスコー

ピング研究には意義があると考えられる。

本研究の目的

 本研究は，在日中国人留学生のBigFiveおよび性差とストレスコーピングの関連について検

討することを目的とする。

方法
調査対象

   日本の大学に在学する中国人留学生128名を対象にしてWEBアンケート調査を実施し，合

計117名（男性45名，女性83名,平均年齢22.14歳（SD=2.36））から回答を得た（有効回答率

91％）。

調査実施期間

   調査は2021年9月26日～ 10月10日に実施した。実施にあたりWEBアンケートサービスを

提供するサイトwjx.cnにて質問紙を作成し，WeChatを通して依頼した。

質問項目

   フェイスシートを含めて合計77項目のアンケートを作成した。BigFiveに関する質問60項

目，日常的に使用しているストレスコーピングを測定する質問14項目，合計74項目で構成さ

れる質問を設定した。
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（1）BigFiveの測定

   BigFiveを測定するために姚・梁（2010）のBigFive尺度を用いた（NEO-FFI）。第1因子

「外向性（E）」12項目，第2因子「情緒不安定性（N）」12項目，第3因子「開放性（O）」12

項目，第4因子「誠実性（C）」11項目，第5因子「調和性（A）」13項目を測定する合計60項

目から構成される。全て7件法を採用し，採点方法は「とても当てはまる（7点）」から「全

く当てはまらない（1点）」の7件法で，得点が高いほど該当する性格特性が高いとされ，各

下位尺度に属す項目への回答値（選択肢の数値）を合計して尺度得点を算出した。

（2）ストレスコーピングの測定

   ストレスコーピングを測定するための代表的な尺度を開発した尾関(1993)では，「最も強

くストレスを感じていること」について記述し，それに対して「現在どのように考えたり行

動しているのか」と回答を求めたが，本研究では性格と普段よく使うコーピングの関連性を

研究するため，特定の状況を指定せず「最も強くストレスを感じていること」を「普段スト

レスを感じた時によく使う」に教示文を変更して回答を求めた。

   普段ストレスを感じている時の対処行動については尾関(1993)と同様に，「まったくやら

ない（0点）」から「いつもしている（3点）」の4件法，20項目で回答を求めた。

結果の処理方法

   分析にはIBM SPSS Statistics 25を用いた。まず，BigFiveの5因子とコーピングの3因子の

性差を検討するため，t検定を行った。次にコーピングとBigFiveの相互関係を分析するため

に，コーピング尺度を基準変数，BigFiveを説明変数とする重回帰分析を行った。最後に，

コーピングとBigFiveの関連において，男女別にBigFive各因子と3つのコーピング方略との

重回帰分析を行った。

4 
 

らない（0点）」から「いつもしている（3点）」の 4件法，20項目で回答を求めた。 
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性，調和性，情動焦点型コーピング，逃避・回避型コーピングとは有意差がみられなかっ

た。 

次に，BigFiveがストレスコーピングに及ぼす影響を検討するため，強制投入法による

重回帰分析を行った（Table2）。その結果，3種類のストレスコーピングに対する BigFive

の説明率は有意であった。問題焦点型コーピングは，情緒不安定性，開放性，調和性が高

いほど選択する傾向がみられた(R2=.206, β=.283, p<.05； β=.256, p<.01； β=.227, 
p<.05)。開放性が高いほど情動焦点型コーピング(R2=.282, β=.386, p<.001)及び回避・逃

避型コーピング（R2=.135, β=.362, p<.001)を選択する傾向が見られた。 

最後に，BigFiveがストレスコーピングに及ぼす影響が性差により異なるかを検討する

ため，強制投入法による男女別に重回帰分析を行った（Table3）。その結果，問題焦点型

コーピングにおいて男性中国人留学生は開放性が高いほど問題焦点型コーピングを選択

し，女性中国人留学生は調和性が高いほど問題焦点型コーピングを選択していた(R2=.183, 
β=.384, p<.05; R2=.185, β=.312, p<.05)。情動焦点型コーピングは，男性中国人留学生

と女性中国人留学生のいずれも開放性が高いほど情動焦点型コーピングを選択する傾向が
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は女性中国人留学生のみ，開放性が高いほど回避・逃避型コーピングを選択する傾向があ

った。(R2=.139, β=.386, p<.01)。男性中国人留学生は BigFiveと回避・逃避型コーピン

グの関連がみられなかった。 
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結果
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に高かった（t(115)=4.372, p<.001; t(115)=2.722, p<.01）。一方，男性中国人留学生は中国人女

性留学生より誠実性が有意に高かった（t(115)=2.539, p<.005）。外向性，開放性，調和性，
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考考察察  
本調査の結果，在日中国人留学生のストレスコーピングに最も影響を与えた因子は開放

性であり，すべてのコーピングとの関連がみられた。「開放性」は「チャレンジ力」とも

言われ，心の連想の広がりや拡散的思考，芸術的感受性をはかるものとされている（加

藤，2001)。開放性が高い人はストレスフルな場面であってもひとつのコーピング方略に

拘らず，複数のコーピング方略を選べるため，在日中国人留学生においてはもっともコー

ピングスキルが高かったと推測される。 

問題焦点型コーピングは情緒不安定性，開放性，調和性が高いほど選択する傾向がみら

れた。情緒不安定性はネガティブな感情の反応を示す特徴があり（John, 2001），情緒不

安定性が高い人はストレスフルな場面で動揺しやすく，問題そのものに固着し，問題焦点

型コーピングを使用する傾向がみられたと考えられる。調和性の高さは協調性，向社会的

行動，他者への愛情や思いやりを意味する（John, 2001）。調和性が高い人がストレスを

感じる時，他人に協力を求め，多人数で問題を対処すると考えられる。すなわち，情緒不

安定性と調和性が高い人は問題そのものに固着しやすいため，周囲の人に助けを求める場

合も問題解決に注力すると推測される。 

ストレスコーピングと性差に関して，本研究では男性中国人留学生より女性中国人留学

生の方が問題焦点型コーピングを選ぶ傾向がみられた。女性はストレスを感じた時，友人

に協力を求める傾向が男性よりもみられ（郝・闫, 2016），男性より女性は情緒不安定性

が高く情緒の制御が苦手と考えられ，そのため問題焦点型コーピングを選択する傾向が高

まったと考えられる。従って，中国人性留学生にはストレスフルな場面に遭遇して，周囲

の友人や留学生同士に協力を求め，他人と共に問題を乗り越える問題焦点型コーピングを

選択する傾向が高まったと推測される。 

男女別の重回帰分析の結果から，男性中国人留学生は開放性が高いほど，女性中国人留

学生は調和性が高いほど，問題解決型コーピングを選ぶ傾向がみられた。中国社会におけ

るジェンダー観では，男性は困難や問題に直面したときに，助けを求めることは弱さの表

れと捉えられ，あるいは男性のプライドを保つための手段であるという囚われがあるた

め，男性は女性より助けを求めにくくなると考えられる（郝・闫, 2016）。従って，女性
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β=.386, p<.01）。男性中国人留学生はBigFiveと回避・逃避型コーピングの関連がみられな

かった。

考察

   本研究は在日中国人留学生を対象にして，神原・岩淵（2013）の追試的な調査を行った。

の結果，在日中国人留学生のストレスコーピングに最も影響を与えた因子は開放性であり，

すべてのコーピングとの関連がみられた。「開放性」は「チャレンジ力」とも言われ，心の

連想の広がりや拡散的思考，芸術的感受性と関連するとされている（加藤，2001b）。開放

性が高い人はストレスフルな場面であっても1つのコーピング方略に拘らず，複数のコーピ

ング方略を選べるため，在日中国人留学生においてはもっともコーピングスキルの高さと関

連したと推測される。

   問題焦点型コーピングは情緒不安定性，開放性，調和性が高いほど選択する傾向がみられ

た。神原・岩淵（2013）の誠実性が高いほど問題焦点型コーピングを選択する結果と一致し

なかった。情緒不安定性はネガティブな感情の反応を示す特徴があり（Oliver, 2001），情緒

不安定性が高い人はストレスフルな場面で動揺しやすく，問題そのものに固着し，問題焦点

型コーピングを使用する傾向がみられたと考えられる。調和性の高さは協調性，向社会的行

動，他者への愛情や思いやりを意味する（Oliver, 2001）。調和性が高い人がストレスを感じ

る時，他人に協力を求め，多人数で問題を対処すると考えられる。すなわち，情緒不安定性

と調和性が高い人は積極的に問題に対応し，周囲の人に助けを求める結果，現在の状況はコ

ントロールできる状況と認識しやすくなると推測される。

   ストレスコーピングと性差に関して，本研究では男性中国人留学生より女性中国人留学生

の方が問題焦点型コーピングを選ぶ傾向がみられた。女性はストレスを感じた時，友人に協

力を求める傾向が男性よりもみられ（郝・闫, 2016），男性より女性は情緒不安定性が高く

情緒の制御が苦手と考えられ，そのため問題焦点型コーピングを選択する傾向が高まったと

考えられる。従って，中国人性留学生にはストレスフルな場面に遭遇して，周囲の友人や留

学生同士に協力を求め，他人と共に問題を乗り越える問題焦点型コーピングを選択する傾向

が高まったと推測される。

   男女別の重回帰分析の結果から，男性中国人留学生は開放性が高いほど，女性中国人留学

生は調和性が高いほど，問題解決型コーピングを選ぶ傾向がみられた。中国社会におけるジ

ェンダー観では，男性は困難や問題に直面したときに，助けを求めることは弱さの表れと捉

えられ，あるいは男性のプライドを保つための手段であるという囚われがあるため，男性は

女性より助けを求めにくくなると考えられる（郝・闫, 2016）。従って，女性中国人留学生

の方が調和性高いほど，問題焦点型ストレスコーピングを選択する傾向がある。中国国内の
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研究によると，冯・彭(2017)はストレスフルな状況で男性中国人大学生は自分一人で対処す

る傾向があり，女性は他人に相談し協力を求める傾向があるという結果を示唆している。今

回の結果から，男性中国人留学生はストレスに対して柔軟に対応する開放性，女性中国人留

学生は人とのコミュニケーションを重視する調和性の影響力が強いことと関係がある可能性

がある。

   以上をまとめると，本研究では日本の大学に在学する中国人留学生117名を対象にした

WEBアンケート調査によって得られた知見に基づき，在日中国人留学生のBigFive性格特性

とストレスコーピングの方略の問題を調査した結果，在日中国人留学生のストレスコーピン

グに最も影響を与えた因子は開放性であった。開放性が高い人はコーピングスキルが高く，

コーピング方略も多様といえる。すなわち，開放性が高い人はストレスに対して柔軟な対応

が出来て，状況に応じて適切なコーピングを選択できると考えられた。

   そして，男性の在日中国人留学生は女性の在日中国人留学生より相対的に開放性が高く，

女性の在日中国人留学生は男性の在日中国人留学生より相対的に調和性が高く，ストレスに

注目し問題解決型コーピングを選ぶ傾向があることが示された。本研究では在日中国人留学

生の性格特性と性別によって全般的ストレスに対処するストレスコーピング方略の選択が異

なるという知見が得られた。よって本研究の結果は，在日中国人留学生を対象にしたストレ

ス研究やパーソナリティ研究の基礎資料の一つになりうるであろう。日本文化への適応を試

みる中国人留学生における性差と性格がストレスコーピング方略の選択によって異なること

が示唆され，異文化適応に効果的なコーピングを選択させるための心理教育を行うための手

がかりになる可能性があると考えられる。本研究では性格特性と普段よく使うコーピングの

関連性を研究したが，今後の研究では，想定されるストレス場面の違いが在日中国人留学生

のコーピング方略や柔軟性にどのような影響を及ぼしているかを検討する余地がある。さら

に，今回検討できなかった民族差が自文化，異文化適応とストレスコーピングの選択に与え

る影響も今後の研究課題とする。
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A Study of the Relationship between Big Five 
Personality Traits and Stress Coping of Chinese 

students in Japan

SHI, Junyi
MATSUDA, Eiko

Abstract:

Within the context of a stressful society, several studies have examined the influence of 

personality traits on stress coping choices. This study focused on personality traits and 

coping choices for stress in the Big Five, and aimed to investigate what kind of stress 

reduction methods Chinese students in Japan choose depending on their personality traits. 

A web-based questionnaire using the Big Five Inventory (Yao and Liang, 2010) and the 

stress coping scale (Ozeki, 1993) was developed and administered (n=117).

Multiple regression analysis revealed that international students with higher emotional 

instability, higher openness, and agreeableness harmony tended to choose problem-focused 

stress coping. In addition, the students with higher openness level were found to be more 

associated with emotion-focused stress coping and avoidance stress coping. In other words, 

openness was the most influential factor on stress coping among Chinese students in Japan, 

suggesting that those who were more open tended to have better and more flexible coping 

skills. The results of multiple regression analysis by gender showed that male Chinese 

students in Japan tended to cope with stressful situations on their own. The results indicate 

that female Chinese students in Japan tended to seek social support. such as advice and 

cooperation from others. This study may serve as a basis for research on stress coping and 

personality of Chinese students in Japan. In addition, the choice of stress coping strategies 

in this study differed in the personality and gender of the Chinese students. This may 

provide clues for predicting coping strategies in stressful situations from different cultures.

Keywords: Big Five, Stress, Stress-coping, Chinese students in Japan, Coping Flexiblity


